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天然林捧伐更新試験成績

(第 1 回報告)

八代雄戴

Yuzo Yatsushiro : On the selection叫uttingsand 

the natural regenera tion of the natural forest. 
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( 1 ) 

択伐思想が普汲せちれて上り各地花択伐作業の実施せちれる所多く、その報告に

依れば各所共相当優秀な成績を挙/げてゐるのは異に喜ばしいととである。さて宮士

山の熔宕流上に成立した天然林;ー青木原樹海ーについてはその特殊な立地僚件d 閤

立公圏内にある矯めの風致的見地等よ bして択伐作業陀依ちざるを得ない完走態にあ

る。此のような天然林陀対して之に遁当友取扱法を考究する震に昭和 14年に試験

地の設定並比択伐が行はれたのであるが、此の程第・ 1回調査が行はれたのでとりあ

へやその結果を報告して、犬方諸賢の御叱Eと樹j鞭援とを沿願び致したい。此の試

験は更に績行するのでその結果は引績き報告する予定である。

本調査を行ふ，陀当り絡始街j援助を輿へられた坂倉正之、香山鹿、伊豆倉稿次、渡

辺森雄、伊藤茂の諸氏及び、種々有盆お:街j助言を賜はった小野馨民に深甚な翻意を表

する。

試験地の概況

試験地は山梨鯨西八代郡上九~色村地内Ircあれ附近ァ帯除所謂青木ケ原であっ

て、試験地の両積は lha，傾斜は極めて緩であるが、;除岩流に依る割目が所々に見

ちれる。
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試験地の林況は後に細しく説明するが、六体林を構成ナる主主主樹種はツガで、胸

高直径30cm以上のものがその上恵子部を占め 14，._，22mの樹高を有し、 ヒノキ/ツ

ガ及ひ'本数は極めて僅ではあるが、ヒメコマツ、ハリモミが之に続き、更にその下j音

院は巳ノキ4 ツガ及'()!ヒトツパカヘデ、コパノトネリコ並陀他の数種の潤葉樹が内
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めてゐる〈写真J.2)而して材相の断聞を図示すれば写虞3の遇りである。

嚢に少しく議ペた様に試験地並陀附近森林は溶岩流上舵生ヒたものであって、普

通の漆林に見ら!れるような土壌腎は全くなく、植物の熔岩流上の htimus内に

〈而もその厚さは特別な箇所を除いては 10cm内外にすぎない入或は1容岩流の割

目に侵入するのみであって、従って中径木以上の樹木の根部は地表商上陀露出する

ものが多く〈写真 4)、風其他に依る根倒れも僅ではあるが見られる〈写真5λ 地

表上陀露出した根は潜ど全部が藤苔類に依り覆!まれ、樹根の間の空隙には humus

が堆積してゐて、その humusには附近地表と同様陀ツガ、ヒノキ、カヘデ類、ア

セピ、ミヤマシキミ等の稚樹が愛生してむり、草本類は殆どその影を見るととが出

来泣い。

E 調査の方法

本試験地は戦時中放置された震にその玉確な区域は不明であったが、試験地設定

当時樹木にペンキを以て記入Lであった番競、番号は不明であ与が明らかにペン子
護撃

を以て記入したと認められるもの、及び7設定当時の野l提よりその区域を求めた。此

の震に試験地周辺陀於ては設定当時に比較して相異のあ~るととは止むを得友いので

あるが、それにしても犬差は危:いものと信する。

さて斯様にして区域を求めた後、胸高宮径6cm以上の各樹木に新にペンキを似

て番号を附し、之等の樹木につき胸高直径及び、樹高を測定した。角此の際設定当時

の春号の明瞭に読みとれるもの段之を野隈に記入し新番号と対照して、生長扶況を

比較調査する便ならしめた。直径は輪尺を用ひ長短2方向を測.定して千均値を求め

そのf直を以てその樹の直径とした。向傾斜し，を箇所にあるものは傾斜の上方から測

定したのである。

樹高は最初 Weise測高器を以て測定し、之陀依?で玉縫陀目測が出来るように

なってからは目測に依ったのであるが、目測中にでも屡々測高器を用びて正確を期

した。

樹令の調杏は標準木として伐採したものは杢部持ち帰って室内でルウペ、額徴鏡

を使用して入念に教へ、叉試験地外の伐根についてその年令の数へられるものは調

査したのιである 0'

地尿植物陀ついては試験地内を踏査し、侮 JOm平方のクオードラ戸ドを設け、

1m角 100箇に分ち、その区域は杭を打ち明瞭に示した。叉各区内に出現する槌物

を数へ、種名を調杢じた。



樹種別直径階別本数第 1表

車

_r-" 

8トo112114116内81吋
435 
18 
5 
148 
10 

ヴ

S

9白

q
d
d官

o
o
s
t

q
G

噌

i

円

d

噌

Baa

/
 0
6
4
4
6
1
2
E
l
ゅ

1

2

1

M

m

 

初
、

7
7

2
2
5
 

噌
g-a

色

t 6) 

夕、ガ TPBi1e1geaa siebcldii Carr.3961118  22 1 21 1 25 36 17 18 18 4 2 4 

，モ、 リ モ ミミ CPHAbhEiza皿a田umesfakzPPrtomeemoyula Ft臨za』aspxu，hheMCgboalaMleraLtrdmu-nZsa。ua gcEr emzd1 r 1 2F1 4 

1 312 r 2 2 

ヒノ〆キ 111 31 1 21 1 31 1 23 11 1 4 1 
主主メゴマ'/I Pinus l'eutaphgllamagr v.ar 1 31 2 1 2 1 1 1 1 1 

アサノハカヘデ Acer 1 1 1 

ハ ウチハカヘデ Aoer.iap.onicum Thumb. 1 11 11' 2 、 2 3 1 1 1 2 11 
ξ ネカヘデ Acertschonoskii Ma:x:im. ' 1 1 1 1 1 1 1 
イヌシデ白pr-p盟国l白o唱ch1o叫nosk卸iiMix皿 1 8 ]日r 1 1 1 1 
ロパノトネリコ Sieb et' 1 411 14' 9 1 5 1 3 1 2 

Zucc. 
リョウブ Clethrabarbinetvrs Sieb. et.1 18 8 4 

Zucc. 1 
ネ ジキ

Pieris hFeorlpaliaplncth iacx a et sNcSaiaaku daoi ph 
2 21 2 警率一 1 

〆

?ゴ y ゼ fヅ Acan thopana:x: sc iadophyH・ 1 11 1 1 2 1 
-oides 

ミグナラ QSo11rebrucs us j cLProinspicua la SBie11b1m. e. 2 
ウラジロゾキ 1 1 

/ 

ヒミシ守?ラ s tewartaia p monadelphh Sieb 9 '51 1 
et Zucc. 

ヤマザグラ 2 21 2 1 1 

グロソヨプ 2 5. 2 1 
ヅ ヨ コ刺 2 21 1 

1 1 
アセピ 2 一1 1 
アすハダ 15 41 3 、3 1 
才オパノツリパナ 6 11 4 

1 
1 

ノヲウツギ ngea p::niculuta I:::iieb.[ 1 

計 184]051 96 62 54 52 40 28 28-48 50 49 49 37 18 18 21 12 19 4 2 4 

Cロ1階1召E
..ニ広三

種樹

品
一
暢

W



C.5 ) 

次陀林の構造を示す一助とし、叉その犬略を示す矯陀sswより NNEの方向に

{犬体対角線の方向に)線を設け、Jt七の線陀沿って林相縦断商図及び樹冠投影図を

画いて林相の一部を知4斉に便tiらしめた(写買:3 ) 

皿 林の構、遣と地床植物

前記の方法陀依り調査した結果を樹種別、胸高直径 2cm階別比示せば第1表の

第 2表の 1胸高局j樹高刊本数分配表(全林木〉
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通りである。表中襲名は牧野博士著日本植物図儲陀依ったものである。此の第1表

に依り林の構造は略々判明するが、更に樹高階別、直径惜別に示せば第2表のよう

蛇なる。

割引 81咋H161州 22124126128130両両取山ol計
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之等の表に依り直径放と樹高との関係を図示すれば第3---0図のよう陀なるo
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寺崎渡、廊歪誠爾氏はかつて此のような曲線を

β 

-(1 
h田 αe 十m

叉は dloglo (h:::-m)田 dlog1oαーβlog1oe

但し h=樹高 (m)

d=胸高誼径 (cm)

e=自然対数の基数

α，β=常数

融面胸高 (1.2m)

( ? ) 
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たる形陀依り示されるd事を述ぺちれてゐるが、本試験地陀於ても曲線'土之と同様な

形をとるものと認められるので、針葉樹、潤葉樹別に第2表の 2，3に依り計算すれ

ば弐の通りとなる。

-11.34 
d 

針葉樹 'h口 20.8e 十m

又は dlog Ch-m)口 1.3185dー壬，9250

-6.27 

d 
滴葉樹 h口 15.4ge 十m

叉は dlog (h-m) =1. 1905d-2. 7231 

之等の式に依る計算値と実測値を比較して見れば第4'"'-'5図に示すよう陀各直径

階の差は大きくなくも且正負を相官VC繰返してゐるのでム式は本試験地の樹高曲線

を表はすも々と見て差支へない。但し潤葉樹の場合直径2会cm以上のものに多少の

差の見られるのは、計算資料が僅陀各々 l本のみであったので計算より之等を除外

して22cm以下の資料で求めた計算式より延長したものであるから、此の黒占 s土括合

み願ひたい。

ヨえに本試験地の胸高直径清別本数分配曲線を示せば第6図の通りである。図に依

って明ちかのよう陀、針、潤合せた 1

もの陀ついて見れば、特に 20cm附
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近の数の少ないのを除いては夫体径

綾を士宮すに従ってその本数を波巳て

ゐるo.:然し小径木の数の多いのは潤

，葉樹のそれが多いのに依るのであっ

て、本試験地の主林木を矯す針葉樹

陀ついて見れば小径木は案外陀少な

く、今胸高直径を 6.~ 16cm下 18~

30cmの2ケの群にとって見れば前

者は206本後者は277本ではるか

比後者が多い。 i関葉樹は殆ど小径木

のみで、占てゐるが、之は第 1回択伐

の影響陀依るものであらう。第 1回

択伐直後の胸高直径階別本数分配曲線は第7図に示す通りである。
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第6図、第7図を比較すれば、

第 1問調奈の際民は明らか.陀小径

木の増加してゐるのが認められる

之はその多数が潤葉樹の増加に依

るものであるが、向針葉樹も多少

の増加を示してゐる。此の小径木

の多い.のは前記の様に潤葉樹の多

い矯であり、且その樹種も債{直の

あるものが少主主いので、地力維持

に必要な程度一ーその様度rつい

ては今後の調査に依るものが多い

のであるが一ーを残して相当量を

本
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伐採すべきであると思はれる。 匂高主主

ヨえに本訴験地内に設置された [10m平方の地床植物調杏.陀依る各植物の分配並陀

その位置は命将来の調査に期待されるものであるから、此所にはその調査区内に表

はれたも・のを本数の多いものから掲記すれば

アセビ、ミヤマシキミ、クロソヨゴ、リヨウプ、ツガ、ハウチハカヘデ、トネ世コ

ウラジロヨ Jウラク、ネジキ、ヒトツンミカヘヂ、ゾヨゴ、ヒノキ、ツクパネウツ手、

ヨクミソきネパリ、ィヌシデ、ヒメシャラ、ミツパツツジ、ヤマウルシ、コパノガマ

ズミ、ガマズミ、ミネカヘヂ、ヒロハノツリパナ、ミヅナラ、ノリウツギ、アオハ

ダ、モミ、ウラ・ジロ、ナナカマド、クマイチゴ、フジザクラ、ゴンゼツ、ウハミズ

ザクラ、コナラ、エガキ、ミツヂカヘヂ、イヌプナ、アカシ Jヂi ツグフジ、ムラザ

キシキプ、アサノハカへ'ヂ、ツルウメモドキ、ウリハダカヘデ

の，42種類であって、地表は種々のスギゴケ類陀依って大体覆はれてゐる。以上陀

依って知り得るように林内には相当多種類の木本が見られるのであるが、草本類は

全然見られない。此の草木類のないととは背木ケ原樹海の庇陰陀依るものであって

附近を通やる!際道路傍、叉は育・木ケ原中温度の伐採跡地には相当多数の種類の革本

類が見ちれるのである。上記クオードラ~ド中の地尿借物の中、針葉樹は大体潤葉

樹の庇陰下にあって、針葉樹が潤葉樹より高くなってゐるのは僅である。

以上越ペた様宏、之等林分の構成完走態及び、地表の扶態は夫々写真2.6陀示される。

本林分の主林本であるツガ、ヒノキの幼稚樹の比較的に多い事は、今後温当な取扱

主主ミす;事に依って短時日の聞により法正に近い漆林院導かれる可能践のある事を示
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すものであるo

V 林令及 tf林の成立

g背木ケ原樹海は熔荘流上位成立した天然林であるととは蹴陀述ぺた所であるが、

此の熔岩の噴出したのは比較的新しい時代をある。卸ち此の;聡宥流は貞観6年 (86

4年〉一一一約1，100年程以前一一司の噴出に依るも/ので、富士山の街j庭、奥庭の辺か

ら易般に裾野へ押し出したものであって古其の他に多くの噴気孔や側火山から多く

の熔浩流が出てゐるが、何れも年代に大差なく相前後してゐるものと見られてゐる

此のような熔浩流上に植物のよく繁茂するのはその表面加多孔質であって種子を保

留し易く、叉水分をよく保持し、一度其所陀植物の生やる時には砂磯地のように埋

まったり流されたりはせ九生育するに従び漸弐他の植物の侵入を見るようになり

弐第に繁茂するものと見られてゐる。

さて本試験地の主林木を得してゐるもの広前記のようにツガJ 之に続いてヒノキ

を主主する針業樹であって、 Urich法に依b;慎準木を選定して伐採、調査した所に依

ると、胸高直径8主C叶一一此の径後のものは本試験地をは大径*の部であるが一、

24.cmのツガについてはその樹令は推定i苛者，'t;t28)年、後者は309年と何札も300年

前後に達してゐる。又試験地附近の伐採について調査したものは250~350 年に達

し、之等に依って青木ケ原の樹令;r;t大約320年前後と見て差支へないo ヒノキの胸

、高直径12cmのものは推定年令85年であって、現在のヒノキは前述したようにツ

ガの下になってゐるの'0'あり、此の事は試験地附近の森林を見ても同様であるが、

之等はツガよりは略々樹令の差だけ遅れて侵入したものではなく、過表の取扱ひ即

ちツガに比して債{直のある潟に優良なものは途失伐採された潟に現在の欣態になっ

たものであるととが知られてゐる 0 然しツガと果して同時代頃陀侵入したものか否

かについては樹根癒朽の震に調査不能であるo 命試験地間近の、之もやはり熔岩流

J二にある震に容土に依ったものであるがよヒノキの人工植栽地の成積を見ればその7

生育は良好であるので、本試験地のヒノキも今後の取扱ひに依りその生育良好とな

るを期待し得るものである。

澗葉樹については標準木として伐採したものの中では推定年令の最高段85年で

あったが、富士登山道精進口 2合目附近の潤葉樹の伐棋は凡そ 250年前後と数へら

れ、縫って潤葉樹は針葉樹より遅れて侵入して来た事が知られるo試験地内の澗葉

樹の樹:令の少ないのはやはりヒノキに於ける場合と同様に過去の取扱びに依るもの

と訟はれてゐる。

/ 



( 11 ) 

以上陀依って潤葉樹は針葉樹より遅れて侵入した事は知ちれ与が、此のように針

葉樹か潤葉樹陀先立って侵入するととは注目さるべきと宅をあるがー石塚末吉氏に

依れば背木ケ原のみでなく他の火山の熔岩地帯陀も此のような賀例が多く見られ、

岳鷲附程では忍野村のハリモミの純林は此の溜例であるとされてゐるo以上述ペた

ように現在の育ホヶ原は熔思流M 最初に表はれた森林であってそれ以前の欣態は

現在の所調査されてゐ泣いc

さて標準木として伐採したツガ肌号木にbいて見れば(他のツガも之を大同小

異である)その生長は余り良好ではないのであるが、現在より 130rv  140年以前迄

は最後の10年間を除いてそれ以後の生長よりはるかに大であったo而して伐採点

〈地主0.3m)に濯する迄の推定年令10年を加へて此の樹令は 280年であるが、此

のように最初生長がよく其後その速度が鈍るととは、普通に考へられる択伐林に於

ける生長径過と反対の結果をと示してゐるo之については青木ケ原は前にも屡々述ぺ

たように、熔昔流上に始めて成立した森林であり、而もツガは地樹彊に先立って侵

入したものであ.0から、その生育当初は例へ立地保件は余り良くはなかったとして

も比較的順調に生育したものであらうが、やがて他の隣接木と競合するようになり

生長がそれ以前と比較して鈍ったものと想i議される。此の場合樹木の脊命拡依り衰

弱したものでないととは寺崎渡、月前~誠靖氏の述べられてゐる場合と同様陀隣接木

との関係であると思はれる。で、前言E持つ様陀最初被庄され左かったから始めの生長か

比較的ょいとされるならば、現在のヒノキは最初はツガの下唐になってゐ}たのであ

るから、ツガと反対の欣態を示すべきであって(右もヒノキは幼蒋の生長は綾慢で

はあるが〉ヒノキ 305号木〈推定年令85t?;年〉について見れば此の事は明らかに知

られる(写真7.8)

さで樹幹折解を行った各樹木について見れば最後の 10年間の生長は良好である

と在位既比述べた己之は第一弐択伐の影響陀依るものと居、はれるのであるが、樹木

ノは動物とは異なり生長途ヨえのある期間生長を抑圧されでも、その、障害がなくなると

再び生長を開始するととは知られてゐるが、 300年内外のものについてもそのよう

な現象の見られるのは注目される。

宮本数及生長

之は最初比述ぺた上うに試験地は戟時中放置された矯陀その界が明瞭でなく、従

って極めて慎重陀調査されたのであるが、設定当時と比i践した場合陀本数、従って

材積には向多少の義のあるを兎れぬものと思はれる。従って設定当時の択伐後の本
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数、材積と直接比較するのは困難であるが、此の事をー臆認めで本数陀ついて比較

する。但し材積陀ついては疑問の点があるので、之については検討の上今後の報昔

に依るとと Lした。

現在の林の本数分布扶態は前節に於て既陀渇ぺた通りであって、之を総本数につ

いて比較すると第8表の通りとなる。

2. 

覧陀之を針.潤測に見れば針葉樹については第l回択伐前の本数737本、伐採本

数.132本〈択伐率17.9%)であって、択伐直後には 605本であった。之が第1回調

査の際には枯損木11本を除いて605本で、あつ宮、本数そのものには殆ど差はない

然し測定範望外の、，即ち胸高直径6Cnl以下のものは相当多くあるべで之等の中か

ら吹耕の林木を期待し得る紙態陀ある?潤葉樹は択伐前319本択伐本数 110本(択

率34.55活〉であったのに対し第1回調査の際に立総本敦364本、内枯損木を除い

た増加本殺は 152、本となり針葉樹と比較して隔段の相遼を示してるる。之はリヨウ

プ、 ヒトツパカヘヂ等の直径6cm級のものが非常陀増加してゐるととに原因し

てゐるのであって、直径20cm，以上陀怠ると前回と殆E差はないよ針、潤葉樹を合

計した全林木陀ついて鬼れば枯損木を除い'で 152本のi官を示L.:.而も此の増加は潤

樹葉の小径木の増加陀依るものである。之は更新完走況に於ても述ぺるのであるが、

択伐林としては小径木の多いのは望ましい事であるが、本試験地に於て小径木の多

いのば前述のように潤葉樹の多いのに依るのであるから‘針葉樹の小径木を増加さ

れる矯陀地力維持に必要友程度を残して伐探すぺきであらう。此の場合金林として

林相曲線の形がある程度崩れても之は止むを得ぬ事であると考へられる。

樹幹折解を行ったツガ、ヒノキ等についてその材護主長を足ると、その生長の極

めて遅々たるものである事を知る。之等の樹木の過去の連年生長室を見るにツガ

¥ 

~、、、
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( 209年〉陀ついては大休 110午位迄はその生長極めて僅で、その後徐々陀生長量

を増加しー 170年頃陀到って最後の 10年聞を除いては最大の生長量を示し、その

後 30--40年の間隔を沿いて極犬を表はしつ L現在化到ってゐる。 280年生ツガに

ついては 100年位より徐々に生長量を増加し、 l()O年頃に到って前者と同様陀最後

の 10年を除いて畏犬を示してゐる。之等忠誠述lの上うに現在の林相は:最初の極盛

和と見られる事かちL，て、現在の椋木は色々の悪傑件と云ひ乍ら徐々に生長し、叉

その途次隣接木との競合の結果極犬が表はれるととになったものと思推される。ヒ

ノキについては漸共生長萱の増加しつ Lあるtを知る。

革8 鴎
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::9¥K胸高直径の生長完走況について設定当時調査された樹木の中、第1回調杢の際

の樹木と完全に問ーのものであると認められたものをツガ、ヒノキJについて比較し

て見るととにするo さて此の比較陀用いたものは樹幹陀司した番号の明僚に読みと

れるもの L中から、その数1本にすぎないヒメコマツを除いたツガーヒノキであって

その結果は次の通りである。

比較陀用ひたツガは本数36本、非のツガの 1本当り年平均生長量は O.14cmモ

あって、之を経級別陀見れば胸高直径 12，，"，20cmのものは年平均生長量O.12cm、

22 ，_， 30crriのものO，'16cm、32.--40cmのもの O.llcm、42cm以上のものば O.30cm

であるo此の42cm以上の年平均生長量は最大と怒ってゐるのであるが、此の比絞

に使用した本数は2本にすぎ左いので之は参考陀とめちれたいので北の42cm以上

のものを除いて見れば年平均生長量の最犬のものは 22，，"，30cmであっτ、之陀亜い

で 12，_20cm、32---壬Ocmと怠ってゐる。ヒノキ!士本唆49木、 1本あたりの年平均生i

長査はO.24cmであるが〆之を経級別花見ると 6~，10cinのものは O.18cm 、 12"，，20cm

のもの O.26cm となって 12~20cm のものがはるかに直径生長が大きい。

此のツガとヒノキの生長歎況を比較するととは、此の爾者)z:共通な直径級は

12--20cmの 1階級にすぎないので、単に之のみでは困難であるが此の径綾のみに
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ついて見れば、ヒノキの直径生長はツガに此L~まるか陀良好であって、同一期間内

に略々 2倍強に遣してゐる。

日i更新蛾況

本試験地は前誌の土う陀前生幼稚樹が各所に散在じ、此の林分の主林木を作るツ

ガ、ヒノキが大体ご麿林のようた形をしてゐるのでより法王な択伐林陀導くのは比

較的簡皐であり、叉天然更新に必要な潤葉樹も例へその樹種が比較的利用慣債の少 U

悲いものであっても適当に混植してゐるので、択伐陀依り後継樹が発生、生長する

ととは疑び、を入れない所・である。野路繁三尺は椎樹J土発生後数年間は庇陰の下に於

て保護する時は生長良好であって叉更新上安杢であり、その庇陰の下陀島〈期間は

樹種陀依り異るが、ツガにあうでは 5"， 6年、ヒノキでは"3"" 4年をミ直当としてそ

の期間の長い時は却て不良の結果を来し、叉庇陰の度は地表の乾燥を防ぎ叉雑草の

著しい害を防げば足ると逮ぺてゐる。既遺lの様vr:本試験地の地尿植物陀はミヤマシ

キミ、アセピ等の小濯木が非常に多いのであるが、之等の繁茂した箇所では針葉樹

の稚樹は被庄せちれてゐるのが多いのであって、か Lる場所では択伐後置射うや線の

入る多少の年丹の問は潤葉樹の侵入の多い場所と同様陀、一般の人工透林地陀於け

る手入と同様完了、菅味を J~lて、木林分の主林木であるツガ、ヒノキの生長の保護と怠る

程度残して他を刈梯へば向一層良好な結果を得るものと胡待される o然し此の刈悌

ひの程度を如何にするかは重要な:阜であって、此の点陀ついては本式験地の今後の

調査と平行して生長主に及段、す影響を調査すべきであると思はれる。

命ツガに於て 11本の枯損木が昆られるのであるが、かつて植村恒三郎氏は原生

材に於げる枯死の原因として、伐採せられた老大樹と殆2同令院の高令主主被庄木で

今迄は老大樹の保護に依り生存してゐたものが、その保護がな-くなった震に枯死す

る場合が往々あると協ぺられてゐる。本試験地陀於ても此のように被圧されてゐた

ものを念激に全樹葉陀陽光を受けさせた場合、及びとれと反対の場合であるが、そ

の樹冠の位置が隣接木の樹冠の矯めに日陰の位置にあり、枝葉の太部分が日陰陀な

ってゐるのをそのま L陀一残した場合とが兎ちlれる。此の事は伐採当涛は気づか主主か

った事であらうが、椎樹の発生、生長を計ると共に7E分残存木の生長にもか;ぎを梯

はねばならぬ事を示すものである。

四的 要

本報昔の要旨は~の通りである。
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1. 本試験は青木ケ原熔居流上の天然林陀於て行ほれ7そものである。

2. 本試験地はツガを主体として之にヒノキ、モミ、ヒメコマγ、ハリモミを混守、

る針葉樹並陀ヒトツパカヘデ、 Fヨウプを主として他陀 20種の潤葉樹との混済

林である・。

3， 本試験地の樹高曲線は攻式陀依り表はされる

-11.34 
‘ d 

針葉樹 h=~O， 8e +m叉は dlo立-(h-m) =1. 318.3d-4. 9250 

-6.27 

d 
潤葉樹 h=li): 4ge +m叉はdlog( h-m)口 1.1905d -2. 7231 

4， 本数分布曲線は小径木が非常陀多ト此の点より見れば良好な扶態を示すので

あるが、仔細陀見る時は利用イ買値の余り多〈泣い潤葉樹の多いのに依るのである

から、之等は地力議持に必要llJ..程度を残して伐採L、現在稚樹の多いツガ、ヒノ

キの生長を計るべきである。

5， 背木ケ原は噴火後;除措流上比成立した最初の森林であって、その林令は 320年

前後と見られる。潤葉樹は針葉樹陀遅れて侵入して来たものと見られる 0，

6， 本数は総数陀於てほ枯損木を除いて 152本の哲加を示し、之は澗葉樹の小径木

の増加陀依る。材積の点については奨問の点があるので大図の報告に依る J

7， 胸高誼径生長は設定当時と比較Lてツガ陀於ては 22"，30cm級、 ピノキは

12....... 20cm級のものが大きい。
常事

8. 本試験地内には前生幼稚樹が許在し、ツガ、、ヒノキの大体二唐林のような形を

示し、叉潤葉樹も‘適当にあるので、更新は容易であり、小濯木の多い所では人

工遁林地陀於ける手j入と同様注意味で刈挽ひを行へばー!膏良好な結果を輿へるも

のと思はれる。
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R E S U Mき

1. The experim今ntis done on natural foreet-so called Aokig-

-ahara -where grew on lava flow. 

2. The experimental forest consists of coriifets咽 TsugaSieboldii 

CARR. which occupies the greater part of conifers， then :Chamaec-
-yparis obtusa. ENDL.， Abies firma SIEB. et ZUCC.， Pinus 

pentaphyIIa MA  YR. var. Himekomatsu Makino， and Picea polita 
CARR. -and broad-le:，ved trees. Acerd istylum SIEB. et ZUCC.， C~ethra 

barbinervis STEB. et e;ucc. and other 20 specicies. 

3. The height curves of this forest are as folIowing， 

Conifer: 

a且

z
q
G
聞
口一
d一一
e

，

O
O
 

A
U
 

n
A
 一一'n 

十 m

or d log (h-m)口1.1905b勾 4.リ'250

-6.27 

d 
B:t;oad leaved tree: h = 15.4ge 十 m

d log (h-m)ロ 1.1905d圃 2.7231 

h = height (m) 
d = diameter a t breast height (cm. ) 
e = hase of na tura1 110garithm 

m = breast height (1. 2m) 

4. Regarding toD. B. H. and number of trees， we know that 

slender trees occupy greater part of them and in point of this fact 

they show good conditions多 buta case of in detail these fact depend 

upon numerous broad-Ieaved trees which are not very utilized so it 

is better to cut off grea ter part of them except some of them which 

of 

Where 

need to nourist for plsn ts. 

5. The experimental places are the first forest which grew on 

lava-f1ow and their ages are couuted about 320. Conifers grew first 

on tha t place and broad-lea ved trees invaded in to them several years 

later. 

6. Number of trees increased 152 except dead standing trees， 

and the reason of this fact is due to increase of slender broad leaved 

trees. Volume of whole trees Is in doubt so the result on the volume 

wiI1 be announced by next report. 

7. As compared with growth of D. B. H' about institl1tion was 

done to presen t~ 22・30c. m! cl司ssin Tsuga S. C. and 12・20c. m. . clasr 
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in chamaecyparis o. E. indica te rapid growth. 

8. In this p~ace advanc es lie sca ttered， Tsuga S. C. and 

ChamaecYP2.rIs O. E. form about 2 storied high-forest， and broad-

leaved trees exist modera.tely E:O we can expect that reproduction 

wi11 be p:::rformed easi1y. It wil1 be expected that reproduction of 

forest make progress more sl1looth if cutting wPl be d(me where 

shrL1bs shrive as it wil1 be done as artificial planting area. 

寝買 1

寓良4 寝員 5
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